20190421レムナント教会1部
  神様のどんでん返しの復活(ルカ24:1-7)
　時代が変わり、また、環境が変化して、文明が発展していても、実は、地球の、そして、人生の根本は何も変わることがありません。普遍です。その根本というのは、人間が創造主の神様を離れてしまい、それ以来、自分ではどうしようもできない罪と地獄の運命に捕らわれて、そして、生きている間に、目に見えないサタンに縛られて人生を生きるしかない、そこに希望などはまったくありません。これが時代を問わず、すべての人の根本です。この地球の、また、人生の根本というのは、神様のみが変えられるものです。そして、感謝なことにその神様が、人類と人生の根本を変えて救いを与えられること、そのたましいを根本的に生かすことを決められ、約束されました。その約束がキリストなのです。キリストだけが神を離れている人類が神様と出会い、神様と一緒になる唯一の道であり、キリストだけが罪と地獄の運命から人を完全に解放することができる、そのまことの祭司たる方です。キリストだけが悪魔に打ち勝って、その悪魔に縛られている人々をそこから自由にさせることができる、まことの王様になる方です。このキリストの他には、希望はありません。神様がキリストを約束して、このキリストによってのみ人生が変わり、また、人の根本が助かるようになり、この地球と人類はキリストによってのみ、変えられるものだと約束されたわけです。

そして、ある日、イエス様というお方が現れて、ご自分でキリストだと叫び、また、宣言されました。けれども、誰も信じる人はいませんでした。誰も信じようとしませんでした。「イエス？ガリラヤ出身ではないのか。田舎の中の田舎で皆に無視される町、そのガリラヤ出身で何がキリストなのか。しかも大工さんのヨセフの息子だろう。何がキリストなのか」。そのうちイエス様が奇跡を行い、また、多くの人がイエス様に従うようになりました。しかし、それを見ていても、「何がキリストなのか、どこかで超能力などを習ってきたのだろう。何かの信仰宗教の教祖みたいなものではないのか」とつぶやき、誰も信じようとしていませんでした。そして、最後には、とうとう人の手によって十字架に引き渡されて、釘付けになって十字架で血を流されて死ぬことになりました。その時、いままで何がキリストなのかと言っていた人たちが、「なるほど。そうだろうね。イエスがキリスト、そんなはずがないよ。いままで私たちが思っていたとおりなのだね。私たちの考え、私たちの思いが合っていたのだね」と確信を持つようになったのです。十字架でイエスが悲惨な死を遂げるときに、人々の思い、考えが正解だったと念を押して確信するところまで行くようになりました。「やはり、そうでしょう。何がキリストなのか。イエスは絶対にキリストであるはずがありません」と、それに釘を刺したわけです。しかし、3日後、イエス様は死の力を打ち破って、お墓の中からよみがえられました。イエス様は復活なさいました。死の力を打ち破ってよみがえられたわけではなくて、イエス様の復活というのは、人々のすべての思い、人々のすべての予想などを全部打ち破ったどんでん返しなのです。世の中のすべての人が、あらゆる知識や経験などを持ち合わせて、そんなはずがありませんと思っているわけです。イエスはキリストのはずがありません。残念ながら、教会に通っていながらも、いまだにイエスはキリストだと固く信じていない方がいらっしゃるわけです。その理由は何なのか分かりませんが、当時の人々の論理と重なる部分もあるかもしれません。
しかし、イエス様は復活なさいました。イエスの復活は、この世にあるどんな原則、どんな論理にも当てはまらない、神様のどんでん返しなのです。ぜひ、今日、復活感謝礼拝を通して、皆さんの心の中に神様のどんでん返しが実際的になることを祈りたいと思います。何に捕らわれているのでしょうか。何をそんなに主張して、何を気にしているのでしょか。そのすべてが打ち破られるどんでん返しのイエス様の復活なのです。だから、改めて兄弟姉妹の心の中に刻み込んでいただきたいと思います。イエス様の復活は、神様の大どんでん返しなのです。科学的にイエスがキリストになるはずがありません。論理的に考えてもそんなのはありえません。哲学的に考えたときに、経験を取り上げて考えたときでも、イエスがキリストになるはずがありません。ありえません。でも、イエス様の復活は、人間が持ち合わすことができるすべての原則、すべての論理、すべての理論、すべての経験をすべて打ち破って、それを覆し、神様の大どんでん返し、イエスはやはり、キリストでした。イエス様がキリストだというのは、どんでん返しです。世の中にある人の思いを何かを少しでも取り上げて、それに当ててみようと思うと邪魔になるわけです。何ものにも当てはまらないのです。宇宙にそんな原則、そんな原理などは存在しません。神様のどんでん返しです。イエスは、やはり人間の力では、この世になるものではどうにもならない、人間の人類の根本的な問題を解決された、そのキリストに間違いありません。イエスはやはり最初から約束された創世記3：15の女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕くと約束されていた勝利者、その女の子孫に間違いありません。つまり、イエスは、すべての問題の解決者に間違いないわけです。イエス様がキリストだということは、こういう意味があるわけです。
しかもイエスは、このようなすべての問題を解決するための唯一の救い主です。唯一です。イエス様の復活は、それを証明しています。イエス様は、十字架の上でおっしゃいました。すべては完了したと宣言したときに、それを見ていた人々は、「最後のもがき、最後のあがきをしているのだね。本当に最後の最後に狂ってしまったのだね。何が完了なのか。何がキリストなのか」と嘲笑っていたわけです。それをすべてひっくり返したどんでん返しなのです。イエスはキリストだったわけです。ですから、イエス様の復活は、私たち人間に向かって、このように語っています。あなた方が持っているすべてを捨てなさい。どんな理論が、どんな感情が、どんな経験があるのか分かりませんが、そういったすべてを捨てなさい。すべての理論、すべての原則、すべての論理、すべての思想、全部捨てて、イエス様の復活の前でイエスはキリストですと心から告白しなさい。イエスはキリストだという告白を邪魔できるものは、宇宙に存在しません。イエスはキリストなのです。それに文句を言えるような材料は存在しません。だから、イエス様の復活を信じている私たちは、何が何でも、どういうことがあろうが、いままで何を習ってきたのか分かりませんが、世の中で何をどう言っているのか分かりませんが、すべて無視して神のどんでん返しなのです。これはどこかの理論に当てはめようとすると見当たらないのです。人間の理性やコンピュータのプログラムなどをはるかに超えて、創造の神様のどんでん返しなのです。ぜひ、イエス様の復活を前にして、皆さんが引っかかるすべてを下ろして、無になってイエスはキリストですと告白してください。これがイエス様の復活の意味です。
それから、当然なことでしょうけれども、この神の大どんでん返し、復活のイエス様の中にあって、どんな人間、どんな人生でもどんでん返しを見るようになります。皆さん、ペテロのことを思い出してみてください。ペテロは貧しい者、無知な人間でした。それから、社会の下っ端をくぐるような人であって、性格的にもあまり好かれない性格の持ち主で、それゆえ周りからは実際に無視されて阻害されている階級の人間だったわけです。人々は、そのペテロを見て、いろいろな評価をするわけです。無視するしかありません。そんな人間に何ができるのかと。これしかできません。それが人々の評価、思いなのです。しかし、復活のイエス様と出会うことによって、人生大どんでん返しです。バルヨナ・シモン。あなたは幸いです。誰もペテロを見て、そういう幸せな人間だとは言いません。それが人の思いの限界です。それに捕らわれないでください。自分の評価、周りの評価などに捕らわれないでください。なぜなのでしょうか。そういうものには当てはまらない、そういうものには一切縛られない復活のイエスの中にある大どんでん返しなのです。ザアカイをイエス様がご覧になったときに、そのザアカイは売国者、お金の奴隷、だから、自分自身も周りからもこの世に存在する価値などは一切ない悪者なのだと評価していて、皆に退けられて、とても寂しい思いをして孤独の中を歩いていて、しかも背も低いので劣等感の塊のような人間でした。そのザアカイに良いことなどあるのでしょうか。それは人の思いなのです。人の評価なのです。しかし、復活のイエス様と出会ったときに、人生のどんでん返しがやってきました。今日、この家に救いが与えられた。イエス様自らそこにとどまっていた。大どんでん返しなのです。皆さんの過去に何があったでしょうか。今現在、どのように評価されて、周りからどのように見られて、何を言われているのでしょうか。参考にしないといけないでしょうけれども、そのすべてが全部崩れてどんでん返しが起こるわけです。イエス様の復活の前で。よくよく考えてください。福音は宗教ではありません。現場で姦淫の罪を犯していた女の人、死刑に当たる人、社会的にも罪に定められるし、石を投げられるしかない犯罪者、弁明の余地などまったくありません。だから、皆、石を取り上げました。そういう人間なのでしょうか。そういう人間でしょう。しかし、復活のイエス様の前で、「わたしもあなたを罪に定めることはありません。これからは祝福の人生を歩きなさい」と変えられるわけです。これは、聖書にある特別な人間のお話でしょうか。皆さん、良心的になりますと、自分自身を振り返って、自分がそのような存在ではないでしょうか。私のような人間がどうやってここに立って、皆さんに神のみことばを語ることができるのでしょうか。しかし、イエスは復活のイエス様なので、私の人生をどんでん返しなさいました。どんでん返しというのは、人の予想、人の思い、人の考え、人の評価などに、一切抵触されません。これがどんでん返しです。今日、皆さん、他のメッセージは忘れることがあっても、どんでん返しだけは心に刻みこんで帰ってください。

もうひとり取り上げますと、オネシモという人がいました。泥棒です。逃亡者です。刑務所に入れられました。まったく希望のない者です。その人が、教会の監督になりました。つまり、牧師になったのです。復活のイエス様と出会うと、人生は人の思い通りではありません。どんでん返しです。だから、何一つ自分や周りの評価、世の中の様々な基準などに縛られる理由などありません。この復活感謝礼拝を通して、どんでん返しの主人公である復活のイエス様の中にあって、すべての声、自分の内側からの声、周りからの声、人の声、社会の声、そのすべての声を超えた神様の大どんでん返し、その自分と向き合うようにしてください。堂々と。そうならないように、何かの声がささやいて、それに引きずられるようになるのは、悪魔のささやきなのです。それがどんなに合っている理論であっても、社会では通用する評価であっても。皆さんがどんな過去を歩いていて、今現在、様々な評価を受けるしかない人間であっても、復活のイエスにあって神様はこうおっしゃっています。あなた方は義と認められ、しかも栄光に富んだものになった。エペソ1：3、天にある霊的すべての祝福をいただいているものになった。そのようにイエスさまにあって、自分自身にどんでん返しが起きたということを信じることが信仰です。それを喜ぶのが信者です。喜ぼうじゃないでしょうか。
まとめます。イエス様の復活を覚えて、イエスがキリストだと真心から告白するようにしましょう。これっぽっちも迷わずに。そして、そのイエス様の中にあって、人の評価や自分の思いも通用しない新しく生まれた、造りかえられた自分を発見して、思い切り喜ぶようにしましょう。まだ問題や課題があるのに、まだ様々なミスがあるのに。それは良いとは言いませんが、その処理は後々にして、とにかくどんでん返しの神のみわざの前に立って、自分自身を発見し、まず、喜ぶところから始めましょう。これがイエス様の復活なのです。皆さんの人生にどんでん返しが起きました。自分自身と自分の人生を小さな頭の中で人の声などによって制限することがないようにしてください。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。十字架にかけられ、3日目に死の力を打ち破って、また、人のすべての予想をひっくり返してよみがえられましたイエスの御名をほめたたえます。神のどんでん返しをほめたたえます。それがイエス様を信じている自分自身に起きたことを今日教えられ、そして、その新しい自分と向き合うことによって、神様が私の中に起こしてくださいましたどんでん返しを思い切り楽しみ、喜ぶ信者になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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